
地方 ゾーン 地区番号 地区名 2018-19 2019-20 増減率 傾向 ゾーン 2018-19 2019-20 増減率 傾向
北海道 1 2500 北海道東部 122 90 74% ↓ 1 926 985 106% ↑
北海道 1 2510 北海道西部 39 48 123% ↑ 2 727 739 102% →
東北 1 2520 岩手県・宮城県 106 107 101% → 3 1325 1307 99% →
東北 1 2530 福島県 134 107 80% ↓ 合計 2978 3031 102% →
東北 1 2540 秋田県 0 0
北関東 1 2550 栃木県 13 74 569% ↑ 地方 2018-19 2019-20 増減率 傾向
北陸 1 2560 新潟県 95 93 98% ↓ 北海道 161 138 86% ↓
南関東 1 2570 埼玉西北部 0 0 東北 322 291 90% ↓
南関東 2 2580 東京都北部・沖縄県 161 176 109% → 北陸 141 135 96% ↓
南関東 2 2590 神奈川県(横浜市・川崎市) 75 69 92% ↓ 北関東 123 209 170% ↑
東海 2 2600 長野県 42 34 81% ↓ 南関東 649 686 106% ↑
北陸 1 2610 富山県・石川県 46 42 91% → 東海 257 265 103% ↑
東海 2 2620 山梨県・静岡県 42 47 112% ↑ 関西 608 673 111% ↑
東海 2 2630 岐阜県・三重県 75 84 112% ↑ 中国・四国 232 193 83% ↓
関西 3 2640 大阪南部・和歌山県 53 60 113% ↑ 九州 485 441 91% ↓
関西 3 2650 福井県・滋賀県・京都府・奈良県 224 238 106% ↑ 合計 2978 3031 102% →
関西 3 2660 大阪北部 267 300 112% ↑
中国・四国 3 2670 徳島県・香川県・愛媛県・高知県 120 80 67% ↓
関西 3 2680 兵庫県 64 75 117% ↑
中国・四国 3 2690 鳥取県・島根県・岡山県 54 60 111% ↑
九州 3 2700 福岡県・長崎県/佐賀県の一部 184 164 89% ↓
中国・四国 3 2710 広島県・山口県 58 53 91% →
九州 3 2720 大分県・熊本県 132 111 84% ↓
九州 3 2730 宮崎県・鹿児島県 121 118 98% →
九州 3 2740 佐賀県・長崎県 48 48 100% →
南関東 2 2750 東京都西南部 187 185 99% →
東海 2 2760 愛知県 98 100 102% →
南関東 1 2770 埼玉県南東部 143 152 106% ↑
南関東 2 2780 神奈川県(横浜市・川崎市以外) 47 44 94% ↓
南関東 1 2790 千葉県 36 60 167% ↑
東北 1 2800 山形県 36 34 94% ↓
北関東 1 2820 茨城県 59 64 108% ↑
東北 1 2830 青森県 46 43 93% ↓
北関東 1 2840 群馬県 51 71 139% ↑
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